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ルカ２章 1－20節 「低い者に現れる栄光」 

 

アウトライン 

 

１Ａ 住民登録 １－５ 

２Ａ 飼葉おけ ６－７ 

３Ａ 羊飼い ８－２０ 

 

本文 

 

 ルカの福音書２章を開いてください。1節から 20節をお読みします。（読む） 

 

 私たちがお祝いするクリスマスの意味は、もともと「キリストのミサ」というものです。「ミサ」は、カ

トリック教会の使っている礼拝を意味する言葉で、「キリストを礼拝する」ということです。具体的に

は、この時期にキリスト教会で、「神の子が人となられた」という出来事を思い出します。天地を造

られた神が、人と同じ肉体の姿を取って現れたことを覚えるものです。処女マリヤに、神の霊によ

ってイエス様を身ごもり、そしてイエスが生まれました。この方が私たち人間と共に住む、神であら

れ、人であられた、ということを記念するものです。 

 

１Ａ 住民登録 １－５ 

2:1 そのころ、全世界の住民登録をせよという勅令が、皇帝アウグストから出た。2:2 

これは、クレニオがシリヤの総督であったときの最初の住民登録であった。2:3 それ

で、人々はみな、登録のために、それぞれ自分の町に向かって行った。2:4 ヨセフも

ガリラヤの町ナザレから、ユダヤのベツレヘムというダビデの町へ上って行った。彼は、

ダビデの家系であり血筋でもあったので、2:5 身重になっているいいなずけの妻マリ

ヤもいっしょに登録するためであった。 

 

 時は、ここにある通り「皇帝アウグスト」が統治していた時です。アウグストは、ローマが帝国とな

った初代皇帝であります。紀元前 27 年からローマ帝国が始まっています。ここの「全世界の住民

登録」とあるように、ローマ帝国は世界帝国でした。アウグストの前までは、さまざまな戦争が繰り

広げられていましたが、その権力闘争の末、彼は北アフリカ、中東、そしてヨーロッパのかなりの

範囲を平定し、平和を確立しました。それでこの時期は「パクス・ロマーナ」と呼ばれています。け

れども、それはあくまでも武力による平和です。住民を強く抑えた上での平和になります。その証

拠に、アウグストはここで全住民に対して住民登録をしなさい、という勅令を出しています。紀元前

6年から 4年の間の出来事と思われます。ところで、私たちは今、2016年に生きておりますが、そ

れはイエス・キリストの降誕を分岐点としています。ただ数年のずれがあるのは、暦を計算した人

がキリストの誕生の時期を間違って計算したからです。けれども、この小さな赤ん坊の誕生によっ
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て、人間の歴史が大きく二つに分かれるほどの影響力を持っているのです。 

 

ところでこの住民登録は、してもしなくても良いという緩やかな勅令ではありません。自分がどん

な状況であっても、必ずしなければいけない登録であり、そこには住民の人権は無視されていま

す。この日本であれば、このような不埒な命令に対して反旗を翻すとか、ただ従わないで抵抗する

かすることでしょう。次の選挙では、必ずその政権与党は倒れます。けれども、そのような自由は

一切ありません。うんも言わせず守らせます。 

 

 その中にヨセフという人がいました。彼は、イスラエルの王ダビデの

末裔でした。ダビデは、ユダヤのベツレヘム出身でした。けれどもヨセ

フの家庭はガリラヤ地方のナザレにあります。ナザレからベツレヘム

までは直線距離でも百キロ以上あります。南下していく時、サマリヤ

地方を避けてヨルダン川沿いに歩いて迂回しますから、実際はもっと

遠かったことでしょう。今であれば自動車がありますが、当時はロバです。いいなずけのマリヤは

妊娠して、臨月になっていました。この過酷さは尋常ではありません。けれども、いま話しましたよ

うに、選択肢はないのです。行くしかありませんでした。 

 

 ところで今、この時代に世界中の人に、この世により影響力を与えた人物は、ここに出てくるアウ

グストか、あるいはイエスかどちらかを尋ねてみたら、どちらでしょうか？イエス・キリストです。い

ま話したように人類全体の歴史を、イエスの誕生を境にして分けられたのです。キリストを信じるこ

とによって、これまで何億、いや何百億の人々の人生が変えられ、社会が変えられ、そして国が変

えられ、世界がひっくり返りました。比べることができないほどの影響力の差です。けれども、当時

はイエスの両親は貧しい家庭でした。そして世界帝国の皇帝の勅令に、臨月の妻を連れていかな

ければいけないという、あまりにも圧倒的な力の差異です。 

 

マリヤはイエス様を身ごもった時に、このような歌をうたっています。マグニフィカトと呼ばれるマ

リヤの賛歌として有名ですが、ルカ 1 章 51‐53節をお読みします。「主は、御腕をもって力強いわ

ざをなし、心の思いの高ぶっている者を追い散らし、権力ある者を王位から引き降ろされます。低

い者を高く引き上げ、飢えた者を良いもので満ち足らせ、富む者を何も持たせないで追い返されま

した。（ルカ 1:51-53）」私たちは、この世に住んでいて、権力を持つ者が自分のやりたいようにす

ることができ、そうではないものはただ今の定めの中に生きなければいけないと思っています。け

れども、実はその正反対なのです。弱められている者たちが、主なる神に見出されていくその過程

の中で、実は世界の支配者よりも大きな影響力をもって進んでいる、という原則を神はこの世に作

っておられます。多くの人が、その原則を知らずになるべく財産を持とう、なるべく権力を持とう、な

るべく知識を得ようとします。けれどもへりくだる者たちにこそ、大いなる報いが後の日に用意され

ているのです。 
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 アウグストは自らを神とし、救世主としました。これだけの絶大な権力と栄光を持っているのだか

ら、私こそが主権と力を持っていると思っていました。ところが、彼は単なる操り人形だったのです。

約八百年前に、ミカという預言者がいました。彼はこう預言していました。「ベツレヘム・エフラテよ。

あなたはユダの氏族の中で最も小さいものだが、あなたのうちから、わたしのために、イスラエル

の支配者になる者が出る。その出ることは、昔から、永遠の昔からの定めである。（ミカ 5:2）」ベツ

レヘムにイスラエルの支配者になる者が出てくる、と前もって語りました。そしてミカ書を続けて読

むと、この支配者は世界の大国をさえ服従させるような力ある方であることを教えています。 

 

 神はご自分のこの言葉を果たすために、当時の世界の支配者であるアウグストを用いられまし

た。彼は自分の権力を誇示し、住民を支配するために登録をさせたのですが、神は彼のその権力

欲をさえ用いて、ご自分のなさろうとしていたことを行なわれたのです。片田舎で無名の町ナザレ

にいたヨセフとマリヤですが、マリヤが臨月になりました。その時に神は、アウグストを動かし、そ

れで二人がベツレヘムに行くようにさせ、ご自分のキリスト、救い主を生まれるようにされたのです。

この世界の支配者の上にさらに支配しておられる方が、貧しい者、弱い者、苦しんでいる者を用い

て、ご自分の計画を実行されています。 

 

２Ａ 飼葉おけ ６－７ 

2:6 ところが、彼らがそこにいる間に、マリヤは月が満ちて、2:7 男子の

初子を産んだ。それで、布にくるんで、飼葉おけに寝かせた。宿屋には

彼らのいる場所がなかったからである。 

 

 二人はベツレヘムに着きました。けれども、その時に彼女は陣痛が始まり、出産間近となってし

いまいました。ベツレヘムの町には、同じように住民登録のために移動してきた人々でごったがえ

しています。宿という宿が客でいっぱいになっています。そこでようやく、マリヤに出産させることが

できるところは、なんと家畜のいるところでした。 

 

 私たちは讃美歌の中で、そこが馬小屋であるとか、家畜小屋であるという内容を歌いました。け

れども、実は聖書にはイエス様が家畜小屋で生まれたという記述はありません。ただ｢飼葉おけ｣

とあるのみです。今もベツレヘムに行けばよく分かりますが、そこにはたくさんの洞窟があります。

ベツレヘムやイスラエルの町々は、洞穴を家屋にしていました。そして、庶民は洞穴を家にしてい

ることもあり、家畜をその一番奥で飼っていることもありました。つまり、ヨセフとマリヤはそこら辺

の洞穴の中にとりあえず入って、そこに飼い葉おけがあったということになります。そしてもう一つ

は、「布」でくるんでいますが、もしかしたらそれは死体をくるむ時の布であったかもしれません。当

時の洞窟は家畜を住ませる空間として使ってもいたし、また墓として使用していたこともあります。

イスラエルの当時の遺跡には、たくさんの墓跡がありまして、それは洞窟です。ですから、赤ん坊

のイエス様は飼葉桶の中で、死体にも使われるような布でくるまわれた、ということなのです。 
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いかがですか、これがイエス様が生まれた環境です。卑しい姿でお生まれになりました。そして

この姿が象徴的にこれからの人生を表しています。イエス様は、ユダヤ人の間で受け入れられる

ことはありませんでした。最後は、キリストを待ち望んでいたはずのユダヤ人宗教指導者が、彼を

十字架につけるべく画策したのです。死体のための布でくるまれたというのは、キリストが死なれ

ることを暗示していたのです。 

 

しかし、このように貧しい者となり、卑しくなられたからこそ、キリストを受け入れた者たちは豊か

な者となることができるのです。私たちを豊かにしてくれる人というのは、どのような人々でしょう

か？力ある存在、強い人、高い地位にいる人々が豊かにしてくれるでしょうか？そうではないです

ね、その力ある人々が自分のためにその力を使えば、豊かになりますが、全てを捨てることなどし

ません。その高い地位にいる人が、私たちと同じところまで降りてきてくれて、私たちと同じように

なってくれるからこそ、私たちはその豊かさにあずかれます。 

 

キリストは、私たちよりも低くなられました。私たちの多くは、産科の病院や助産院で生まれたの

ではないでしょうか？この方は飼葉桶でお生まれになりました。きれいな布に包まれたのではない

でしょうか？この方は死体に使用されるような布にくるまれました。そして、私たちは罪を犯してい

ないのであれば、多くの場合、裁判においてその権利が保証されているのではないでしょうか？イ

エス様は何一つ罪を持っておられなかったのに、十字架というローマの極刑に処せられたのです。

イスラエルの支配者、そして世界の支配者であると定められたイエス様は、こんな卑しい姿にまで

降りてきてくださったので、私たちはこの方によって豊かにされることができるのです。「あなたが

たは、私たちの主イエス・キリストの恵みを知っています。すなわち、主は富んでおられたのに、あ

なたがたのために貧しくなられました。それは、あなたがたが、キリストの貧しさによって富む者と

なるためです。（２コリント 8:9）」 

 

 そしてイエス様は言われました。「人の子が来たのも、仕えられるためではなく、かえって仕える

ためであり、また、多くの人のための、贖いの代価として、自分のいのちを与えるためなのです。

（マルコ 10:45）」命を与えるというところまで、イエス様は私たちに仕えられました。それは、「贖い

の代価」だと言われます。私たちの最も大きな問題は、罪であります。自分が神に反抗するという

心の問題であります。この問題を取り除くために、ご自分が身代わりになって命を差し出したので

す。ローマの極刑の死刑台において、私たちの罪のために身代わりの死を遂げてくださいました。 

 

３Ａ 羊飼い ８－２０ 

2:8 さて、この土地に、羊飼いたちが、野宿で夜番をしながら羊の群れを見守っていた。2:9 する

と、主の使いが彼らのところに来て、主の栄光が回りを照らしたので、彼らはひどく恐れた。2:10 

御使いは彼らに言った。「恐れることはありません。今、私はこの民全体のためのすばらしい喜び

を知らせに来たのです。2:11 きょうダビデの町で、あなたがたのために、救い主がお生まれにな

りました。この方こそ主キリストです。2:12 あなたがは、布にくるまって飼葉おけに寝ておられる
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みどりごを見つけます。これが、あなたがたのためのしるしです。」2:13 すると、たちまち、その御

使いといっしょに、多くの天の軍勢が現われて、神を賛美して言った。2:14 「いと高き所に、栄光

が、神にあるように。地の上に、平和が、御心にかなう人々にあるように。」 

 

 場面は、ベツレヘムの野原になります。今でもベツレヘムの町を少し離

れると、羊飼いの姿を見ることができます。パレスチナ・アラブ人の子供

たちが、羊を飼っている姿を私も見かけました。羊飼いという仕事は、社

会的には底辺の仕事です。当時のユダヤ人社会は、神殿への税金が課

せられており、それに加えてローマからの様々な税金が課せられていま

した。一般のユダヤ人は、前者は支払うことができましたが、さらにロー

マからの税金を支払うことに嫌悪感を抱いていました。けれども羊飼い

は貧しかったので、神殿税さえ支払うことが出来なかったそうです。それ

で、彼らは一般のユダヤ人からは見下された人々、嫌われていた人々の

部類に入っていました。 

 

 そうした彼らのところに、とてつもない神の栄光の幻が迫ってきたのです。天使が主の栄光をも

って現れ、彼らは恐れましたが、「私は、この民全体のためのすばらしい喜びを知らせに来たので

す。」と言っています。この喜びの知らせこそ、「福音」と呼ばれているものです。それはユダヤ人

たちが長いこと待ち望んでいたキリスト、ダビデの子孫が今、お生まれになったという知らせです。 

 

 そしてその後に天の軍勢、つまり無数の天使が叫び、賛美して言いました。「いと高き所に、栄

光が、神にあるように。地上に、平和が、御心にかなう人々にあるように。」私たちは天使というこ

とを聞くときに、赤ちゃんが羽を付けて飛んでいるような、メルヘンチックなものを描きますが、聖

書は一切そのような姿を描いていません。それはヨーロッパの異教にある天使の存在です。実際

の天使は、実に力強い存在です。ダニエル書によりますと、なんとペルシヤやギリシヤのような当

時の世界大国の支配者として登場します。イエス・キリストが墓からよみがえられた時も、たった

一人の天使がやってきただけで大地震が起こりました。ダニエル書という預言書で、ダニエルのと

ころにガブリエルという天使長がやってきて、メシヤが来ることを告げました。神殿が再建されてか

ら七週と六十二週だと言います。一周は七年間のことなので、合計 483年になります。計算すると、

ちょうどイエス様が地上に生きていた時のことになります。したがって、天使にとっては、ついにユ

ダヤ人を救う方が来られたのだという、大いなる喜びで沸き立っていたのです。 

 

 天使たちは、「いと高き所に、栄光が、神にあるように」と賛美していますが、黙示録にはキリスト

が死なれ、甦られた後で、天において御使いたちが賛美している姿が克明に書き記されています。

「また私は見た。私は、御座と生き物と長老たちとの回りに、多くの御使いたちの声を聞いた。その

数は万の幾万倍、千の幾千倍であった。彼らは大声で言った。「ほふられた小羊は、力と、富と、

知恵と、勢いと、誉れと、栄光と、賛美を受けるにふさわしい方です。」（黙示 5:11-12）」屠られた子
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羊のように死んだけれども、甦って天に上げられたキリストをこのようにしてほめたたえています。 

 

 この賛美をもって迫ってきたときに、「地上に、平和が、御心にかなう人々にあるように」とありま

す。御心にかなう、つまり神に喜ばれる人々には、豊かな平和が与えられるということです。この

世における、目に見える世界のみならず、それを超えた天にあるもののあらゆる祝福が、地上に

いる者たちに与えられる時に、私たちは平安と平和の中に生きることができます。みなさんは、自

分は平和を持っている、心に平安を持っていると言えますか？キリスト者は、このように大胆に言

うことができます。「心に、まったき平安を持っています。」キリストが成し遂げてくださった十字架

の業によって、私たちの心に一点たりとも不安になることのない、確固とした平安を持っています。 

 

再び神は、貧しく、低められている羊飼いたちに対して、このような偉大な栄光をお見せになり

ました。この世界の最もすばらしいことを、天地を造られた神は支配者や学者や有名人に見せる

のではなく、何でもない人々、卑しめられたような人々に見せられるのです。だから、この栄光は

恵みの栄光と呼ばれています。「ことば（キリスト）は人となって、私たちの間に住まわれた。私たち

はこの方の栄光を見た。父のみもとから来られたひとり子としての栄光である。この方は恵みとま

ことに満ちておられた。（ヨハネ 1:14）」 

 

2:15 御使いたちが彼らを離れて天に帰ったとき、羊飼いたちは互いに話し合った。「さあ、ベツレ

ヘムに行って、主が私たちに知らせてくださったこの出来事を見て来よう。」2:16 そして急いで行

って、マリヤとヨセフと、飼葉おけに寝ておられるみどりごとを捜し当てた。2:17 それを見たとき、

羊飼いたちは、この幼子について告げられたことを知らせた。2:18 それを聞いた人たちはみな、

羊飼いの話したことに驚いた。2:19 しかしマリヤは、これらのことをすべて心に納めて、思いを巡

らしていた。2:20 羊飼いたちは、見聞きしたことが、全部御使いの話のとおりだったので、神をあ

がめ、賛美しながら帰って行った。 

 

 羊飼いの話を聞いた人々がみな驚きました。けれども、マリヤ

はすべて心に納めて、思いを巡らした、とあります。ここは、「じっ

くり考える、熟考する」というような意味があります。マリヤは、先

ほど引用したように、「低い者を高く引き上げ、飢えた者を良いも

ので満ち足らせ、富む者を何も持たせないで追い返されました。

（ルカ 1:53）」と自ら歌いました。自分自身が、飼葉桶のところに

いて、そして羊飼いが天使の軍勢を見たということで、「そうなの

だ、私たちは卑しい者たちであるが、神はこうした者たちを高め

てくださるのだ。」ということを、じっくり考えていったのです。 

 

 みなさんはいかがでしょうか？今、じっくりとここにある物語を考

えてみました。私たちは、当時のローマと同じような世界に生きています。今、自分が抱えている
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問題、また多くの問題を抱えている社会の中に生きています。争いもあります。私たちはアウググ

ストのような救い主を求めているでしょうか？今の自分の状況を解放してくれるような、力をもって

変えてくれるような人物が出てきてくれれば、と願うでしょうか？それとも、自分ではどうしようもな

い状況の中にいながらも、自分の重荷と罪をすべて負うために仕えてくださったキリストを救い主

として願うでしょうか？へりくだった者が、最終的には、いかなる高い所にいる者よりも高らかに立

つことができます。 


